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１. はじめに 
本仕様書は、ＳＤレコーダの製品仕様です。 

 

 

２. 使用上の注意 
 定格範囲内の電源で使用してください。  
 仕様温度範囲内で使用してください。  
 防水仕様ではありません。雨水にかからない場所、湿気の少ない場所に設置してください。  
 改造、分解はしないで下さい。 
 使用するＳＤメモリカードに対応した、ＳＤメモリカード・リーダ/ライタを使用してください。 

 

 

３. パッケージ内容 
３.１. 標準品構成 

① 装置本体     品番 OTM-V701A 

② 製品説明書 

 

 

３.２. オプション構成 

① シリアルケーブル ：ミニＤＩＮ８ピンコネクタ ～ Ｄ-ＳＵＢ９ピン 

② ＡＣ電源アダプタ ：ＡＣ１００Ｖ入力 ＤＣ１２Ｖ出力 
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４. 製品概要 
４.１. 機能 

本装置（ＳＤレコーダ）は、コンポジットビデオ信号で入力したカメラ映像をＨ．２６４圧縮したビデオデ

ータに、ＭＩＣ入力した音声をＧ.７２６圧縮した音声データを同期させて動画ファイルとしてＳＤメモリカー

ドへ格納します。また、シリアルⅠ/Ｆや接点入力から入力した情報データをビデオデータに同期させて

動画ファイルと一緒に記録することができます。 

コンポジットビデオ信号の入力は最大で４入力が可能となっており、内部切換スイッチによって１画面、

または４分割画面を動画ファイルとしてＳＤメモリカードに格納できます。 

本装置の操作ボタンにより、ＳＤメモリカードに格納された動画ファイルが再生できます。再生された

映像はコンポジットビデオ信号で出力し、音声はモノラルでアナログ出力します。 

ＳＤメモリカードの動画ファイルは、専用のドライバーソフトをインストールすることによりパソコンで再生

できます。 

 

４.２. 特徴 
本装置の特徴は、以下のようなものがあります。 

① コンポジットビデオ信号で入力されたカメラ映像は、Ｈ．２６４圧縮され動画ファイルとしてＳＤメモリカ

ードに格納します。 

② ＳＤメモリカードのファイルシステムはＦＡＴ３２フォーマットで構成します。 

③ コンポジットビデオ信号は、最大４ｃｈの入力が可能です。 

④ 内部切換スイッチによって、コンポジットビデオ信号入力を１画面、４分割画面の映像に切り換

えることができます。 

⑤ １分毎に動画ファイルを記録します。ＳＤメモリカードに空き容量が不足した場合は、古い順に

上書きする事でエンドレスに記録します。 

⑥ 接点入力の値をトリガとして前後１分（合計３分）のビデオデータと音声データ及び情報データ

を動画ファイルとして別ファイル格納することができます。（上書き防止） 

⑦ 内部時計（ＲＴＣ）の時刻データ（西暦・月日・時分秒）をコンポジットビデオ信号入力された映像

に合成記録することができます。 
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５. 外観 
５.１. 外観写真 

 

 
 

５.１.１. 各部の名称 
前面パネル 

 ＬＥＤ表示 
 ＰＷＲ ： 電源ランプ 

 ＲＵＮ ： 動作中ランプ 

 ＥＲＲ ： エラーランプ 

カメラモニタＬＥＤ 

 点灯：映像信号入力 

 消灯：映像信号なし 

ＳＤメモリカード・スロット 

 （抜け止めカバー付き） 

停止ボタン 

 録画停止用ボタン 
録画ボタン 

 録画開始用ボタン 
メニュー操作ボタン 

 メニュー選択、設定用 

 再生ファイル選択、再生  
 

背面パネル 

 

ビデオ入力 

（４ｃｈ） 

ＭＩＣ入力 音声出力 

（モニタ用） 

Ｌｉｎｅ入力 

映像出力 

（モニタ用） 

保守用シリアル 

（ＲＳ-２３２Ｃ準拠） 

汎用シリアル 

（ＲＳ-２３２Ｃ準拠） 

無電圧接点入力 

オープンコレクタ出力 

（入力４、出力２） 

電源入力 

（ＤＣ１２/２４Ｖ） 電源ＳＷ 

ＡＣアダプタ用 

ジャック 
 
 

【注記】外観、ボタンおよびコネクタなどの配置、形状は予告なく変更になることがあります。 
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６. 装置仕様 
６.１. 主要諸元 

項目 仕様 備考 

動作温度範囲 －１０～＋５０℃  

相対湿度 ２０～８０％ （結露無きこと）  

電源電圧 ＤＣ１２Ｖ/ＤＣ２４Ｖ（両用）  

消費電力 １０Ｗ以下  

寸法 １７８（Ｗ）×４０（Ｈ）×１５３（Ｄ）ｍｍ （突起物を含まず）  

質量 約１．５ｋｇ （付属品等を除く）  

ビデオ入力 NTSC コンポジットビデオ信号 １Ｖｐ-ｐ（７５Ω負荷）または 

PAL コンポジットビデオ信号 １Ｖｐ-ｐ（７５Ω負荷） 

RCA ピンジャック 4 入力 

 

オーディオ 

ＭＩＣ入力 

アナログ入力 （モノラル） 

周波数特性 ３００Ｈｚ～３．４ＫＨｚ 

RCA ピンジャック 1 入力 

入力レベル －50ｄＢｍ（標準） 

入力インピーダンス 2.2ｋΩ 

 

オーディオ 

Ｌｉｎｅ入力 

アナログ入力 （モノラル） 

周波数特性 ３００Ｈｚ～３．４ＫＨｚ 

RCA ピンジャック 1 入力 

入力レベル －４ｄＢｍ（標準） 

入力インピーダンス ６００Ω 

 

ビデオ出力 NTSC コンポジットビデオ信号 １Ｖｐ-ｐ（７５Ω負荷）または 

PAL コンポジットビデオ信号 １Ｖｐ-ｐ（７５Ω負荷） 

RCA ピンジャック 1 出力 

 

オーディオ出力 アナログ出力 （モノラル） 

周波数特性 ３００Ｈｚ～３．４ＫＨｚ 

RCA ピンジャック 1 出力 

出力レベル －４ｄＢｍ（標準） 

出力インピーダンス １０ＫΩ 

 

記録媒体 ＳＤメモリカードまたはＳＤＨＣメモリカード  ×１ ＰＣで再生可能 

記録フォーマット ＦＡＴ３２  

映像圧縮方式 Ｈ．２６４  

録画ファイル形式 ＡＳＦ  

解像度 ＣＩＦ CIF：352×288 ピクセル 

フレームレート 30ｆｐｓ  

ビットレート ５１２ｋｂｐｓ  

音声圧縮方式 Ｇ.７２６  

感知記録時間 イベント前後１分（合計 3分）  

記録時間 約４時間/１GB CIF、30fps、512kbps 
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項目 仕様 備考 

シリアルポート： ２ｃｈ ＥＩＡ２３２Ｄ準拠 

  汎用シリアル  ９.６Ｋｂｐｓ～１１５.２Ｋｂｐｓ 

  保守用シリアル ９.６Ｋｂｐｓ～５７.６Ｋｂｐｓ 

 

無電圧接点入力： ４入力 

  本装置からの印加電圧：３.３Ｖ（無電圧モードのとき） 

  ＯＮと判定する電圧 約２Ｖ以上（有電圧モードのとき） 

  許容電圧範囲 ＤＣ＋３０Ｖ～０Ｖ（有電圧モードのとき） 

  検出可能パルス幅 １０ｍｓ（最小） ・・・ 入力モードによる 

無電圧（標準）/有電圧

の設定は本体内部設定

スイッチによる。 

データ 

インタフェース 

オープンコレクタ出力： ２出力 

  最大引込み電流 １００ｍＡ 

  耐圧 ３０Ｖ（最大） 

 

メモリ異常検出 ＳＤメモリカード異常検出  
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６.２. インターフェイス 
６.２.１. 汎用シリアルポート 

汎用シリアルは、シリアルインタフェイスを有する機器を接続することによって、本装置の機能を拡張

できます。（別途、機能拡張にはソフトウェアが必要になります。） 

接続機器が電源を必要とする場合、設定変更することにより電源を供給することができます。 

信号規格··························ＥＩＡ２３２Ｄ準拠 

コネクタ ·····························ミニＤＩＮ８ピン 

伝送速度··························９.６Ｋｂｐｓ～１１５.２Ｋｂｐｓ 

フロー制御·······················なし/ＸＯＮ-ＸＯＦＦ/ハードウエア（ＲＴＳ/ＣＴＳ） 

電源供給（１番ピン）·····ＤＣ９Ｖ ５００ｍＡ（最大） 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

１ ＮＣ/ＤＣ９Ｖ ５ ＧＮＤ 

２ ＲｘＤ ６  ＮＣ 

３ ＴｘＤ ７ ＲＴＳ 

４  ＮＣ ８ ＣＴＳ 

８ ７ ６ 

３ 
４ 

５ 

２ １

 

 

 

６.２.２. 保守シリアルポート 
保守用シリアルは、主に本装置の設定変更を行ないます。 

信号規格·····················ＥＩＡ２３２Ｄ準拠 

コネクタ ························ミニＤＩＮ８ピン 

伝送速度·····················９.６Ｋｂｐｓ～５７.６Ｋｂｐｓ（保守用） 

フロー制御··················なし/ＸＯＮ-ＸＯＦＦ/ハードウエア（ＲＴＳ/ＣＴＳ） 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

１  ＮＣ ５ ＧＮＤ 

２ ＲｘＤ ６  ＮＣ 

３ ＴｘＤ ７ ＲＴＳ 

４  ＮＣ ８ ＣＴＳ 

８ ７ ６ 

３ 
４ 

５ 

２ １
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６.２.３. 無電圧接点入力、 オープンコレクタ出力 
外部機器の状態信号を入力（接点入力）、外部機器を制御するための信号を出力（オープンコレクタ

出力）することができます。 

無電圧接点入力 ························耐圧 ３０Ｖ 

オープンコレクタ出力···············最大引込み電流 １００ｍＡ、 耐圧 ３０Ｖ 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

Ａ１ 入力１ Ｂ１ 入力１ＧＮＤ 

Ａ２ 入力２ Ｂ２ 入力２ＧＮＤ 

Ａ３ 入力３ Ｂ３ 入力３ＧＮＤ 

Ａ４ 入力４ Ｂ４ 入力４ＧＮＤ 

Ａ５ 出力１ Ｂ５ 出力１ＧＮＤ 

Ａ６ 出力２ Ｂ６ 出力２ＧＮＤ 

 

Ａ２ 
 

Ａ１ Ａ３ 
 

Ａ４ 
 

Ａ５ 
 

Ａ６ 
 

Ｂ２ 
 

Ｂ１ Ｂ３ 
 
Ｂ４ 
 

Ｂ５ 

 

Ｂ６ 
 

 

 

適合コネクタ··············· Ｊ２１ＤＦ-１２Ｖ-ＫＸ（日本圧着端子社製） 

適合ピン ······················ＳＪ２Ｆ-０１ＧＦ-Ｐ１.０（日本圧着端子社製） 

適合電線·····················ＡＷＧ＃２４～２０ 

 

６.２.４. 電源コネクタ 
本装置に必要な電源を入力するためのコネクタです。 

電源入力範囲 ···········ＤＣ１０Ｖ～３０Ｖ 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

１ 電源入力 ３ ＡＣＣ 

２ ＧＮＤ ４ ＧＮＤ 

    

 

１ ２ 

３ ４ 

 
適合コネクタ···············ＳＬＰ-０４Ｖ（日本圧着端子社製） 

適合ピン ······················ＳＦＸ-０１Ｔ-Ｐ０.７（日本圧着端子社製） ・・・ 適合電線 ＡＷＧ＃２６～２０ 

適合ピン ······················ＳＦＸ-４１Ｔ-Ｐ０.７（日本圧着端子社製） ・・・ 適合電線 ＡＷＧ＃２０～１６ 

【注記】「６.２.５電源ＤＣジャック」と同時使用はしないでください。 

 

自動車に設置する場合の電源配線例 

 １ 
２ 
３ 
４ 

バッテリ 

＋ － 

キーＳＷ 

＋ＤＣ 

ＧＮＤ 

ＡＣＣ 

 
電源コネクタ 

FUSE 

FUSE 

FUSE 

 
 

６.２.５. 電源ＤＣジャック 
ＡＣアダプタで電源供給する場合に使用するコネクタです。 

電源電圧·····················ＤＣ１２Ｖ 

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 

＋ ＋入力 － ＧＮＤ 

 － ＋ 
 

適合プラグ··················ＥＩＡＪ ＲＣ-５３２０Ａ 電圧区分４ 

【注記】「６.２.４電源コネクタ」と同時使用しないでください。 
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６.３. 周辺機器接続図 
本装置には、以下の機器を接続することができます。 

・Ｖｉｄｅｏ入力、Ｌｉｎｅ入力を有するモニタ 

・Ｖｉｄｅｏ出力（NTSCまたは PAL、混在不可）を有するカメラ最大４台 

・カメラの電源は別途必要 

・ECMタイプのマイク（Ｌｉｎｅ入力と排他使用） 

・Ｌｉｎｅ出力を有する音響機器（Ｍｉｃ入力と排他使用） 

･シリアルインタフェイスを有する機器 

・無電圧接点入力は外部機器の状態入力、オープンコレクタ出力は外部機器の制御出力 

・電源は、直流電源またはＡＣアダプタから受電 

・ＳＤメモリカードは、映像、音声、データ記録に必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌｉｎｅ入力 

ミ
ニ
Ｄ
ＩＮ
 

８
ピ
ン
 

保守用シリアル 

汎用シリアル 

電源 ＤＣ１２Ｖ/２４Ｖ 

接点入力×４ 
ＯＣ出力×２ 

音声入力 

映像入力１ 

映像入力２ 
映像入力３ 

映像入力４ 

モニタ出力（映像） 
モニタ出力（音声） 

ＳＤレコーダ 

モニタ 

カメラ 

マイク 

電源 

外部機器 

バッテリ（１２/２４Ｖ） 

ＡＣアダプタ 

電源ＳＷ 

Ｒ
Ｃ
Ａ
 

ピ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
 

外部機器 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
 

ス
イ
ッ
チ
 

ＰＷＲ 

ＲＵＮ 

ＥＲＲ 

ＵＰ 

ＤＷＮ 

ＳＥＬ 

録画 

停止 

１ 

２ 

３ 

４ 

いずれか一方から供給する 

電源 ＤＣ１２Ｖ 

 
【注記】 

電源は、バッテリーまたはＡＣアダプタ（オプション）のいずれかから供給する。 
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７. 機能説明 
 

７.１. エンドレス録画機能 
ＳＤメモリカードのファイルシステムはＦＡＴ３２で構成されます。 

動画ファイルは、Ｈ．２６４圧縮した映像データと接点情報、シリアルⅠ/Ｆから入力した情報データで

構成され、１分単位に１ファイルを生成します。 

ＳＤメモリカードの容量が１GB で約４時間の録画ができます。 カード容量を越えて録画を続けた場合、

日付・時刻の古いファイルに上書きします。 

１分 

動画ファイル 

映像データ 

 

 
 

 

 

７.２. ワンショット（イベント）録画機能 
外部からワンショット（イベント）信号入力時、対象ファイルと前後ファイル（合計３分）を別名ファイルと

してＳＤメモリカードに格納します。作成された別名ファイルは上書き不可に設定できます。 

ワンショット（イベント）信号は無電圧接点入力へ接続します。 

１分 

対象と前後１分を 

別名ファイルに格納 

センサーからの

信号入力 

 

 
 

 

７.３. OSD（On Screen Display）表示機能 
ＯＳＤ表示機能によって、内蔵時計(ＲＴＣ)の時刻をコンポジットビデオ信号で入力された映像に合成

表示することができます。 

合成表示された映像はＨ．２６４圧縮され動画ファイルして録画されます。 

 

06 / 04 / 06 
12 : 23 : 56 
 

ＯＳＤ表示 

 

動画ファイル 
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７.４. 分割画面切換機能 
本装置内部の切換スイッチによって、コンポジットビデオ入力端子に接続されたカメラ映像を分割画

面で表示することができます。 切換スイッチによって分割された映像を動画ファイルとして録画します。 

切換スイッチによって以下のようなモードで分割します。 

 

 １画面表示：  コンポジットビデオ入力端子の１ｃｈを全画面で表示します。 

 ４分割画面表示： コンポジットビデオ入力端子の１ｃｈ～４ｃｈを左上から表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.５. 操作機能 
本装置の操作ボタンによって、録画、ファイル表示・選択・再生、停止が行えます。 

 

 ＳＥＬＥＣＴボタン ：メニューの表示と、再生ファイル選択を行ないます。 

 ＤＯＷＮボタン ：選択項目の移動(DOWN)に使用します。 

 ＵＰボタン ：選択項目の移動(UP)に使用します。 

 ＲＥＣボタン ：録画を開始します。録画中はモニタ映像右上に「REC」表示 

 ＳＴＯＰボタン ：録画、再生、メニュー表示を終了します。 

 

 

７.６. 状態表示機能 
本装置の状態を LED ランプで表示します。 

 

 PWR ランプ ：電源入状態で点灯。 

 RUN ランプ ：動作中は点灯、電源投入直後の初期化中は点滅。 

 ERR ランプ ：ＳＤメモリカードの異常時に点灯 

 CAMERA ランプ ：映像信号が入力されると入力系統毎に点灯 

 

 

７.７. リモート制御機能 
汎用シリアルＩ/ＦにＰＣ端末を接続することで、制御コマンドによりリモート制御することができます。 

リモート制御には以下のようなコマンドがあります。 

 

 ＳＥＬＥＣＴ コマンド ：メニューの表示と、再生ファイル選択を行ないます。 

 ＤＯＷＮボタン ：選択項目の移動(DOWN)に使用します。 

 ＵＰ コマンド  ：選択項目の移動(UP)に使用します。 

 ＲＥＣ コマンド  ：録画を開始します。 

 ＳＴＯＰ コマンド ：録画、再生、メニュー表示を終了します。 

 

１画面表示 

（全画面表示） 
４分割画面表示 

4 3 

2 1 
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７.８. コンソール機能 
保守用シリアルＩ/ＦにＰＣ端末を接続することで、コンソール機能によって以下のような操作ができま

す。 コンソール機能は、本装置が保守モード時（内部スイッチ設定による）のみ有効となります。 

コンソール機能には以下のようなコマンドがあります。 

 

 単体調整  ：制御ユニット部と録画・再生ユニット部の調整コマンド 

 日付・時刻設定  ：録画・再生ユニット部のＲＴＣ設定コマンド 

 動作パラメータ設定 ：本装置の動作パラメータ設定（ＥＥＰROMに格納） 

 プログラムダウンロード ：制御ユニット部プログラムのダウンロード 
 

７.９. 時刻補正機能 
内蔵時計の時刻を補正する機能があります。補正は以下のような方法により機能します。 

 

 コンソール接続  ：保守用シリアル I/Fにパソコンを接続し RTC設定コマンドを実行 

 GPSデータ入力 ：汎用シリアル I/Fへ GPSデータを入力することにより補正 

 前面パネル操作 ：装置起動時のボタン操作により補正（要モニタテレビ） 

 

 


